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ト ン ネル 照明 基準 Z 9 1 1 6-1990 

(2000 確認） 

Lighting of Tunnels tor Motorrized "traffic 

1 適用 範囲 この 規格 は， 主として 自動車 交通の 用に 供す る 道路 トンネル （以下， トンネル という。） の 照明に 関す 
る 質的 基準に ついて 規定す る。 

m 考 この 規格に 定める 質的 基準と は， トンネルに 接近 *進 入し， 通過す る 自動車の 運転者の 視覚に 起こる 複雑な 知覚 
特性の 変化 及び 心理的 反応と トンネル 固有の 環境 条件と を 考慮して， 自動車 を 安全に 運転す るた めに 整える こ 
と 力 i 、望ま しい ト ン ネル 内 及び ト ン ネル 前後の 接続 道路の 照明に ついての 照明 工学 的な 基礎的 条件の こ と をい う。 

2. 用語の 意味 この 規格に 用いる 主な 用語の 意味 は， JIS Z 8113 ( 照明 用語） による ほ 力、 次に よる。 

(1) トンネル 関係 トンネル 関係に ついては， 次に よる。 

(a) 設計 速度 道路の 設計の 基礎と なる 自動車の 速度。 

(b) 交通量 道路の ある 断面 を 一定 時間に 通過す る 自動車の 台数。 

(c) 建築 限界 道路 上で 自動車 や 歩行者の 通行の 安全 を 確保す るた め， ある 一定の 幅， 高さの 範囲 内に 障害と 
なる ような もの は 置いて は ならない という 空間 確保の 限界。 

(d) 視 距 車道の 中心 線 上 1.2m の 高さから 当該 車線の 中心 線 上に ある 高さ lOcm の 障害物の 頂点 を 見通 
す ことができる 距離 を， 当該 車線の 中心 線に 沿って 測った 長さ。 

(2) 照明 関係 照明 関係に ついては， 次に よる。 

(a) 路面 輝度 運転者の 目の 位置から ふ （俯） 角 1 度で 見た， 前方 注視 点 付近の 路面の 輝度。 

(b) 野外 輝度 ト ン ネルの 入口から 視距 だけ 手前に いる 運転者の 目の 位置から 見た， ト ン ネル を 中心と した 視 
角 直径 20 度の 視野の 平均 輝度。 

(c) 連続 照明 ト ン ネル， 撟 りょう （梁） など を 除く 道路の 単路 部に 連続 的に 設置す る 照明 施設。 

(d) ちらつき 一連の 光源からの 光が 比較的小 さい 周期で 目に 入る 場合， 定常 的で ない 刺激と して 感じる 現 
象。 

(e) グ レア 過剰な 輝度 又は 過剰な 輝度 対比の ために， 不 快感 又は 視覚 機能の 低下 を 起こす ような 視知 

覚。 

(f ) 照明器具の 配列 トンネルに 沿った 照明器具の 配列 方法。 これに は， 向き合わせ 配列， 千鳥 配列， 片側 配 

列， 中央 配列な どが ある。 
(g) 照明器具の 配置 照明器具の 取 付 高さ， 間隔 及び 配列に よって 定まる 照明器具の 配置 方法。 

3. トンネル 照明の 計画に おいて 留意す る 事項 トンネル 照明の 計画に おいて 留意す る 事項 は， 次のと おりと する。 

(1) 入口 付近の 視野 状況 ト ン ネルに 接近しつつ ある 自動車の 運転者の 視野 内の 天空， 路面な どの 人工 構造 物， 
入 口 付近の 地 物 • 斜面な どの 輝度と それら が 視野 内 に 占める 割合。 

(2) 構造 条件 トンネルの 断面の 形状， 全長， トンネル 内 道路の 平面 • 縦断 線形， 路面 • 壁面 ♦ 天井 面の 表面 状 
態 * 反射率な ど。 

(3) 交通 状況 設計 速度， 交通量， 通行 方式， 大型車の 混入 率な ど。 

(4) 換気 状況 排気 設備の 有無， 換気 方式， トンネル 内 空気の 透過 率な ど。 
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(5) 維持 管理の 計画 清掃 方法， 清掃 頻度な ど。 

4. ト ン ネル 照明の 要件 

4.1 運転者の 見え 方 トンネル 及び トンネルの 前後の 接続 道路に は， 自動車の 運転者が 路面 上の 障害物な ど を 
発見し， 事故の 危険から 回避す るた めに 十分な 視認性 を 与える ような 照明 を 設ける ことと する。 
4.2 運転者の 快適 性 運転者の 快適 性 は， 次に よる。 

(1) 運転 時の 安心感 自動車の 運転者が， 前方 道路の 状況に 対して 安心して 自動車 を 走行させる ために， トン 

ネル 内の 路面 や 壁面 は， 明るく， かつ， その 明るさ 力 ほぼ 均一な 状態に 照明され る こと 力、" a ましい。 

(2) 運 e 時の 不快 感 トンネル 内の 照明 施設 は， 自動車の 運転者に 不 快感が 生じる ような グ レアが 生じない よ 

うに するとと もに， 走行して いる 自動車 内へ 入射す る 光力、 運転者に 不快な ちらつきが 生じる ような 光の 
変動が 生じない ようにす る こと 力 望ましい。 

4.3 誘導 性の 確保と 照明 条件 トンネル 内の 照明器具の 配置に 当たって は， トンネル 内の 路面 • 壁面 を 十分な 輝 
度と なる ように 照明 するとと もに， 取 付 高さ を 路面に 対して 一定と し， 道路の 線形に 沿うよう にして 自動車の 運転者 
が 前方の 道路の 線形の 変化 を 正しく 判断で きる ようにす る。 

5. 照明 設計の 一般 原則 
5.1 トンネル 照明の 構成 

5.1.1 機能的 構成 トンネル 照明 は， 図 1 に 示す ように トンネル 内に 設ける 照明と， トンネル 前後の 接続 道路 
に 設ける 照明に よって 構成す る。 

トンネル 内に 設ける 照明 は， その 機能に 応じ 基本 照明， 入口 照明 及び 出口 照明で 構成す る。 

ト ン ネル 前後の 接続 道路に 設ける 照明 は， その 機能に よって， 入口 部 接続 道路の 照明と 出口 部 接続 道路の 照明と で 
構成す る。 

備考 1. 基本 照明と は， 昼夜 間に トンネル 内に おける 運転者の 視認性 を 確保す るた め トン ネ ノレ 全長に わたって ほ 
ぼ 均一な 輝度 を 確保す る 照明 をい う。 

2. 入口 照明と は， 昼間 トンネル 入口 付近に おける 視覚 的 問題 を 解決す る こと を 目的と して 基本 照明に 付加 
して 設ける 照明 をい う。 入口 照明 は， 図 2 に 示す ように 境界 部， 移行 部 及び 緩和 部と から 構成す る。 

3. 出口 照明と は， 昼間， トンネル 出口 を 通して 見える 野外の 高い 輝度の グ レアに よって 起こる 視覚 的 問題 
を 解決す るた めに， 必要に応じて 基本 照明に 付加して 設ける 照明 をい う。 

4. 入口 部 接続 道路の 照明 は， 夜間に トンネル 入口 付近の 状況， トンネルの 内外での 道路の 幅員の 変化な ど 
を 自動車の 運転者が 視認 でき るよう に， ト ン ネル 入口 部の 接続 道路に 設ける 照明 をい う 。 

5. 出口 部 接続 道路の 照明 は， 夜間に トンネル 出口に 接近しつつ ある 自動車の 運転者が， 明るい トンネルの 
内部から， トンネルに 接続す る 暗い 道路の 線形の 変化な ど を 十分 前方から 視認 できる ように， トンネル 
出 口 部の 接続 道路に 設け る 照明 をい う。 

図 1 トンネル 照明の 構成 
(a) 一方交通の 場合 



す 妾 続 道路' 
の 照明 




' ネル 入口 



進行 方向 



墓 本 照明 



基本 部 照明 



出口 

8S 明 



出口 部 

mm 



'；主 * 墓 準 は 鉛 直 面 照度 



接続 道路の 照明 
卜 ン ネル 出口 
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トンネル 入口 トンネル 入口からの 距離 

5.1.2 ト ン ネル 内の 照明の 区間 的 構成 ト ン ネル 内の 照明 は， 図 1 に 示す よ う に 入口 部 照明， 基本 部 照明 及び 

出口 部 照明の 三つの 区間に よって 構成す る。 

備 考 1. 入口 部 照明と は， 人口 照明が 設置され ている 区間の 照明 をい い， 基本 照明と 入口 照明から 構成す る。 

2. 基本 部 照明と は， トンネルが 一方交通の 場合に は， 入口 照明の 終端と 出口 照明の 始 端との 間 （出口 照明 
がない とき は トンネル 出口までの 区間） の 照明 を， また， トンネルが 対面交通の 場合に は， 二つの 入口 
照明の 終端 間の 照明 をい い， 基本 照明 だけで 構成す る。 

3. 出口 部 照明と は， 出口 照明が 設置され ている 区間の 照明 をい い， 基本 照明と 出口 照明から 構成す る。 

5.2 ランプ • 照明器具 ランプ は， 効率， 光 色， 演色 性， 働 程 特性， 周囲 温度 特性， 寿命な どが トンネル 照明に 
適する もの を， 照明器具 は， 配 光， グ レア 制御， 照明 率， 構造な どが トン ネ ノレ 照明に 適する もの を 使用す る。 . 

5.3 照明器具の 配置 及び 配列 照明器具の 配置 及び 配列 は， 路面 及び 壁面の 輝度 分布が ほぼ 均一になる よ う 
にし， また， 自動車の 運転者に 不快な ちらつきが 生じない ようにす る。 
6. トンネル 照明の 基準 

6.1 基本 部 照明 基本 部 照明の 平均 路面 輝度 は， 設計 速度に よって 表 1 のとお りと する。 



接続 道路 
の 照明 



ト ン ネル 入口 



抟続 道路の 照 B 月 
ト ン ネル 人口 



境界 部 



図 2 入口 部 照明の 構成 

移行 部 緩和 部 



図 1 (続 き） 
(b) 対面交通の 場合 




入口 部 照明 



入口 部 照明 



路面 輝度 



路面 輝度 
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表 1 基本 部 照明の 平均 路面 輝度 



言 ほ; 束]^ 


平 路面 耀麼 


km/h 


cd/m^ 


100 


9.0 


80 


4.5 


60 


2.3 


40 


1.5 



備考 1. 交通量が 多く， トンネル 内の 空気の 透過 率が 



低い 場合に は， 平均 路面 輝度 を この 値より 高 
くす る こと 力 S 望ましい。 

2. 交通量が 少なく， トンネル 内の 空気の 透過 率 
が 高い 場合に は， 平均 路面 輝度 を この 値より 
低く する ことができる。 

3. 壁面の 平均 輝度 は， 平均 路面 輝度の 1.5 倍以 
上の 値と する ことか 望ましい。 

儋 考 夜間に おいて は， この 値 を 低減す る ことができる。 ただし， その 最低 値 は， 設計 速度が 801cm/}i 以上の 場合 
に は 1.0cd/m 2 ， 設計 速度が 60 km/h 以下の 場合に は 0. 7 cd/m 2 とする。 

また， 接続す る 道路に 連続 照明が 設けられ ている 場合に は， 夜間の 平均 路面 輝度 は， 接続す る 道路の 平均 
路面 輝度の 2 倍 以上の 値と する こと 力 S 望ま しい。 

6.2 入口 部 照明 入口 部 照明 は， 次に よる。 

(1) 境界 部の 路面 輝度 は， ト ン ネル 入口 付近の 運転者の 視野 状況によって 決まる 野外 輝度の 年間に おける 出現 
頻度 を 考慮して 設定され る 値に， 設計 速度に よって 決まる 係数 を 乗じた 値と する。 

(2) 移行 部 及び 緩和 部の 路面 輝度 は， 境界 部の 路面 輝度の 値 を 100% として， 図 3 に 示す ように， トンネル 
入口からの 距離に 従い 減少 させ， 基本 部 照明の 路面 輝度の 値に 滑らかに 接続す る ものと する。 

(3) 入口 部 照明の 路面 輝度 は， 季節， 天候 及び 時刻に よる 野外 輝度の 変動に 応じて 調節す る こと 力、' 望ましい。 

(4) 入口 部 照明の 路面 輝度 は， 交通 状況によって 増減す る ことができる。 

(5) 運転者の 視野 状況によって 決まる 野外 輝度の 年間の 出現 頻度に よって 設定され る 値 は， 表 2 を 標準と す 
る。 

(6) 境界 部の 路面 輝度の 値 を 求める ために 乗ずる 係数 は， 表 3 による こと 力、 ましい。 

(7) 入口 部 照明の 壁面の 輝度 は， その 位置に おける 路面 輝度の 値の 1.5 倍 以上の 値と する こと 力、、 望ま しい。 
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図 3 ト ン ネル 入口 部の 路面 輝度 
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卜 ン ネル 入口からの 距離 （m) 



表 2 設定され る 野外 輝度 









20 度 視野" 内に 占める 空の 割合 














% 








設計 速度 


20 以上 


20 - 


-10 


10 


〜5 


J 未満 


km/h 








周囲の 状況 

単位 cd/m2 










明 


普 通 


明 


普 通 


明 


普 通 


明 


普 通 


100 


6 000 


5 000 


5 000 


3 000 


4 000 


2 500 


4 000 


2 000 


80 


60 


5 000 


4 000 


4 000 


2 500 


3 000 


2 000 


3 000 


1500 


40 



注" この 視野 は， トンネル 入口から 視距 だけ 手前に ある 運転者 力ぐ， トンネル を 
見る 場合の ものである。 



備考 1. 周囲の 状況が 明と は， トンネル 入口 付近の 地 物が， 白， 灰色な どの 
反射率の 高い 場合 をい い， 入口 付近に 長期 間 積雪 状態が 続く 場合 も 
これに 含まれる。 

2. 周囲の 状況が 普通と は， 上記 以外の 場合 をい う。 



表 3 野外 輝度に 乗ずる 係数 



設計 速度 


係 数 


km/h 


100 


0.07 


80 


0.05 


60 


0,04 


40 


0.03 



出口 部 照明 出口 部 照明 は， 図 4 に 示す よ う に ト ン ネル 内部から その 出口に 向かって 70m にわた つて， ト ン 



路面 輝度 ％ 
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ネル 内部から 出口 部 を 通して 測定した 野外 輝度の 値の 10 分の 1 以上の 値の 船 直面 照度 を 与える こと を 原則と する。 

図 4 トンネル 出口 部 照明 

I —区間の 長さ （70m) , 



トンネル 出口からの 距離 卜 ノ不ル 出口 

6.4 トンネルの 接続 道路の 照明 夜間， トンネルの 接続 道路の トンネル 出入口 付近の 区間に 設置す る 道路 照明の 
基準 は， JIS Z 9111 (道路 照明 基準） を 原則と する。 

7. 維持 及び 管理 トンネルの 照明 設備 は， 使用に 伴う ランプ 及び 照明器具の 特性の 劣化 • 汚損， 寿命 * 破損な どに 
よる 機能の 停止な ど 力せ じない ように 次の 事項に 留意し， 適切に 管理 維持す る こと 力 望ま しい。 

(1) 点灯 状態 

(2) 照明器具 及び 自動 調 光 装置の 取 付 状況 

(3) 照明器具の 汚れ 状況 

(4) 路面， 壁面の 輝度 又は 照度 



鉛直 面 照度 



E 
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ト ン ネル 照明 基準 解説 



規格 改正の 目的 トンネル は， 多くの 点で 一般の 道路と 異なった 独特の 構造 を もっている。 このため， 日中と いえ ど 
も その内 部 深く に は 自然 光が 入射せ ず， 何ら かの 人工 照明な しに は 自動車 を 安全に 走行させる こと はでき ない。 

この場合， トンネルの 内部に 設置で きる 人工 照明 設備に は 技術的' 経済的に 種々 の 制約が あり， 通常， 野外の 自然 
光の 照度の 数千 分の 一 以下の レベルの 照明し か 施設で きない。 したがって， 日中 野外の 道路から 照明が 十分で ない 
トンネルに 接近し 進入す る 自動車の 運転者 は， まず， 前方に 周辺の 風景より はるかに 暗い" 黒い 穴" を 見て， 前方が 
よ く 見えない 状態で トンネルに 進入し なければ ならない。 ト ン ネルに 進入した 直後に は， その 視野の 明るさ は 極めて 
明るい 野外の レベルから， これの 数千 分の 一の ト ン ネル 内の レベルへ と 急激に 変化し， 自動車 を 運転す るた めに 必要 
な 視覚 情報 を 得 る こと が 一時的 に 困難に なること さえ ある。 

このため， ト ン ネルに は， このような 複雑で 急激に 変化す る 視覚 条件に よって 起こる 問題 を 解決す るよう な 照明が 
必要で あ り， 自ら 一般の 道路 照明 と は 異なつ た 照明が 必要に な る 。 

これらの ことから 1969 年 （昭和 44 年） に 道路 照明 基準 （JIS Z 9111) と は 別に ト ン ネル 照明 基準 （JIS Z 9116) 
が 制定され た。 この 基準の 基礎と なった の は， これに 先立ち 制定され ていた 建設省の" 道路 照明 施設 設置 基準" と， 
これらの 基礎と なった 照明 学会 及び 高速道路 調査 会の 実験 研究であった。 その後， この JIS は， 1976 年 （昭和 51 
年） の 改正で も ほとんど 内容 は そのまま 残され， 1984 年の 確認 を 経て 現在に 至ってい る。 

その 間， トンネル 照明に 関して 我が国に おいて， 日本 道路 協会， 高速道路 調査 会に おける 調査 を はじめ 多くの 研究 
が 行われ， 1981 年 （昭和 56 年） に 建設省 道路 局長， 都市 局長 通達と して 道路 照明 技術 基準が 定められた。 これと 並 
行して その 間， ト ン ネル 照明に 関連す る 技術 も 急速に 進歩した。 

—方， CIE (国際 照明 委員会） では， 19 75 年に， その "道路 照明 技術 委員会 （TC4,6)" の 傘下に " ト ン ネル 照明 技術 
小委員会 （SC- 3)" を 設置し， 各国で 行われた 研究に ついての 詳細な 検討 を 行った。 この結果， 19 8 3 年に トンネル 照 
明に 関する 我が国の 研究の 成果 を 大幅に 取り入れた 研究報告 "トンネル 入 fl 照明— 境界 部の 輝度の 決定の 基礎に つい 
ての 研究 (Tunnel entrance Lighting — a survey of fundamentals for determining the luminance 】n the threshold 
zone)" が 出版され た。 



その後， CIE では， "トンネル 照明 技術 委員会 （TC 4- O 8 )" を 新設し， PIARC (国際 常設 道路 会議） と 連携 を 取りつ 
つ この 研究報告 を 基礎と した" ト ン ネルと 地下道の 照明の ガイ ド" を 作成しつつ ある。 

これらの ことから， JIS Z 9116-1976 は， 現時点での 建設省， 道路 関係 各 公団な ど （以下， 建設 当局と いう。） の 
トンネル 照明に 関連す る 基準' 指針 （以下， 基準 類と いう。） に対して も， CIE を 中心とする 国際規格の 動向に 対して 
も 整合性 を 失いつつ あ り， これら の 技術 動向 を 加味 し た 抜本的な 改正が 必要 となって きた。 

したがって， この 規格 （JIS Z 9116) の 改正の 目的 は， トンネル 照明に 関する 国内 外の 最新の 研究 成果， 実際の 
経験， 関連す る 技術の 進歩な ど を できるだけ 反映させる とともに， 建設 当局の トンネル 照明に 関連す る 基準 類， 及び 
CIE など を 中心とする 国際的な 基準の 動向と 適切な 整合 を 図り， 併せて， 将来 これらが 改正され る 場合に 必要な， 
照明 工学 的な 基礎 を 明確に する ことに ある。 

今回の 改正に おける 主な 改正 点と その 理由 は， 次の ようで ある。 

(1) 改正 規格で は， トンネル 照明の 質的 基準 を 規定す るに とどめ， 旧規 格に 述べられ ていた 実際の 設計に 関与す 
る 部分 は 削除した こと。 その 理由 は， これらに ついては 建設 当局の 基準 類に 具体的に 規定され ている ためで 



ある。 
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(2) CIE， PIARC などの 国際規格との 整合 を 図る ため， 入口 部 照明， 基本 部 照明に ついて， 旧規 格 制定 以来の 
技術 蓄積 * 経験 及び 研究の 進歩 を 取り入れて， 大幅な 変更 を 加えた こと。 具体的に は 次の ような 点で ある。 

(a) トンネル 野外 輝度に ついて 旧規 格で は， 野外 輝度の 値と して 4000cd/m 2 を 基本に とってお り， トン ネ 
ル 入口 部の 地形， 明るさな どと の 関係 を 特に 細か く 触れて いないが， この 規格で は " ト ン ネル 入口 部の 20 
度 視野 内に 占める 空の 割合" や" トンネル 入口 部の 明暗 （反射率， 積雪な ど)" によって 野外 輝度 を 数 段階 
に 設定で きる ようにした。 

(b) 入口 部 照明に ついて 入口 照明 を" 境界 部"， "移行 部"， "緩和 部" の 三つの 部分で 構成す る こと， 及び 入 
口 照明の 輝度 変化の 状況 は 旧規 格 と 同 じで あ る 力、 境界 部の 照明 レベルの 設定 法 及び 設定 値 を 変更 し た。 

(c) 基本 照明に ついて 旧規 格で は， 基本 照明の 照明 レベル を 各 設計 速度 ごとに 1.5， 2.5， S.O-cd/rn 2 とし 
ていた 力 《 ， この 規格で は， 建設省の 設置 基準 どおりの 値 （1.5， 2.3， 4 .5—cd/m 2 ) に 改めた。 これ は， こ 
れらの 数値 を 求める 基礎に なった 研究の 技術的 背景 を 重視した ためで ある。 

(d) 出口 部 照明に ついて 旧規 格で は， トンネルの 出口 部に" 必要な 場合に は トンネル 内部から 出口に 向か 
い， 原則として 70in 以上に わたって 路面 照度 5001X 以上の 照明 を 行う。" としていた 力、 改正 規格で はこ 
れを "70m にわた つて， ト ン ネル 内部から 出口 部 を 通して 測定した 野外 輝度の 10 分の 1 以上の 値の 鉛直 
面 照度 を 与える。" とした。 これ は， 最近までの 技術 蓄積 *進 歩の、 結果 を 導入した ものである。 

1. 適用 範囲 この 規格で は， 照明 工学 的な 見地から， 自然 光力 妨げられて 自動車 力、' 安全に 走行す るた めに は 人工 照 
明が 必要な 区間 を トンネル とする。 したがって， この 規格 を 適用す る トンネルに は， いわゆる トンネルの ほか， これ 
と 類似の 条件で 人工 照明が 必要な 道路 間 を 含む。 しかし， トンネルの ような 構造 物で も， 著しく 交通量が 少ない 道 
路， 通行 車両の 多く 力 特定の 者の 運転す る 車両に 限られる 道路， 工場 内の 通路な ど 特殊な 道路に 設けられた 構造 物 は 
含まない。 ただし， これらの 道路の 構造 物に 必要に応じて この 基準 を 準用す る こと は 差し支えない。 

一方， この 規格に 定める， 照明の" 質的 基準" と は， トンネルに 接近し， 進入し， 通過す る 場合に， 自動車の 運転 
者の 視覚に 起こる， 複雑で 急激な 知覚 特性の 変化と， これに 対する 運転者の 心理的な 反応， トンネル 内に 排出され た 
自動車の 排気ガス などの 光に 対する 透過， 散乱 特性な ど を 考慮して， 自動車 を 安全， かつ， 快適に 運転す るた めに 整 
えなければ ならない ト ン ネル 内の 照明 工学 的な 基礎的 条件の こ とで ある。 

これらの 基礎的な 条件 を 表す 数値 は， 一般の 機械的， 電気 的， 物理的， 化学的な 規格の 数値と 異なって， "人間 ェ 
学 的な 意味" での 推奨 値で ある。 したがって， これらの 数値 は， 運転者 個々 の視 機能 * 年齢 '運転 経験 • 心理状態 '健 
康 状態， 運転して いる 自動車の 走行 性能 • ブレーキの 性能 ♦ 前面 ガラスの 透過 率 • 走行 速度， 道路の 線形 ，路面， こ 
う （勾） S 己， 交通量 • 他の 交通の 状況な どに よって 異なる ので， この 規格に 定める 質的 基準 は， 照明 工学 的に 望ましい 
値で ある。 

我が国の 道路 法の 道路の ト ン ネルの 一般的な 技術 基準に ついては， 先に 述べた 道路 照明 技術 基準が 適用され る。 す 
なわち， 実際の トンネルの 照明 施設 は， 通常 は 公共施設 としての 投資 効果 を 前提に， トンネル を 通過す る 車両の 交通 
量 • 交通の 状況， 換気 状態， 自動車の 種類， 走行 速度， トンネルの 重要性， 年間に おける 自然 光の 変動 状態， 地表の 
状況な ど を 考慮して 設計され る。 したがって， 個々 の ト ン ネルの 照明 施設の 設計 値 は， この 規格に 定めた 標準 的な 値 
そのものと は 必ずしも 一致し ない ことがあり 得る。 

2. 用語の 意味 

(1) トンネル 関係 ト ン ネル 関係の 用語の 意味に ついては， 道路 構造 令 （昭和 45 年 政令 第 320 号） の 用語の 定義 
及び 交通 工学 用語 辞典 （高速道路 調査 会， 交通 工学 研究会 1984 年） によった。 

設計 速度 は， 道路 構造 令に 道路の 区分に 応じて 決められ ており， それに 対応す る視距 についても， 同 令に 
規定され ている。 解説 表 は トンネルに 採用され ている 設計 速度と， それに 対応す る 視距を 示す。 
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解説 表 設計 速度と 視距 



設計 速度 


視 距 


km/h 


m 


100 


160 


80 


110 


60 


75 


40 


40 



建築 限界に ついても 道路 構造 令に ト ン ネルに ついての 具体的 規定が あるので， それに 従う ものと する。 

2) 照明 関係 路面 輝度 及び 野外 輝度の 説明の 中に ある， 運転者の 目の 位置に は， 次の 考え方が ある。 JIS Z 
911 レ 1988 附属 害 路面 輝度 測定 方法に 規定す る 輝度 計の 基本 位置， すなわち 路面 上の 高さ 1.5m， 測定し 
よ う とする 路面の 幅員の （自動車の 進行 方向 を 向いて） 左端から， 幅員の + だけ 道路 内に 入った 点で ある。 
一方， 道路 構造 令の 視距の 定義に よれば， 道路 上の 見通しの 視点 は， 車道の 中心 線 上 1.2in の 高さから と 
されて いる。 

なお， 両者の 間で 輝度の 測定値に 大きな 差 は 生じない。 

連続 照明の 意味 は， 道路 照明 施設 設置 基準 （建設省 昭和 56 年） の 用語の 定義に よってい る。 
ト ン ネル 照明の 計画に おいて 留意す る 事項 

1) 入口 付近の 視野 状況 日中， トンネルに 接近しつつ ある 自動車の 運転者が， 明るい 野外の 風景の 中に 見える 

ト ン ネルの 内部の 状況 を はっき り視認 できる よう にす るた めに は， ト ン ネルの 入口 付近に 他の ト ン ネル 内 区 
間より 強力な 照明が 必要で ある。 これが トンネルの 入口 照明で ある。 この場合， トンネルに 接近しつつ ある 
自 動 車 の 運転者の 視野が 明 るい ほど 高い レベルの 入口 照明 が 必要 になる。 

このために， トンネル 照明の 計 固に おいて は， トンネル 入口 付近の 視野 状況 を 調査す る 必要が ある。 本体 
に 示した 天空， 路面， 入口 付近の 地 物' 斜面な ど は， 運転者の 視野の 主要な 構成要素 である。 これらの 輝度 
と 視野 内に 占める 位置 • 割合によ つて， 視野の 平均 輝度， すなわち， トンネル 照明の 設計の ための 野外 輝度 
の 値 力 S 、求められる。 

2) 構造 条件 構造 条件の 中で， 特に トンネルの 断面の 形状 • 寸法 は， 照明器具の 選択， 取 付 位置の 決定に 関連 
が 深いので 正確に 知る 必要が ある。 

壁面 の 反射率 を 高く する ことによって 照明器具から 路面に 向かう 光束 が 増加 する 効果 も ある 力、 実際に 
は， 反射率が 高い ことによって 壁面 そのものが 明る く 見える という 効果が 大きい。 

壁面の 仕上げ は， 材料 そのものよりも， その 表面が 平滑で 汚れに くい かどう 力、 汚れ を 除去し やすい かど 
う 力、 によって， 照明 設計に 見込む 保守 率に 差 を 生じる。 
(3) 交通 状況 交通 状況の なかには， 本体で 述べた ほかに， 交通の 種類な どが 含まれる。 トンネルが 自動車 専用 
又は 歩行者 若しく は 自転車な ども 含む 交通に 用いられる かによ つても 設置すべき 照明の レベルに 特別の 考 
慮が 必要な 場合が ある。 

さらに， 交通 流の なかに， 煤煙 発生 量の 多くな りが ちな 大型車 （ディーゼル エンジン 車） の 混入 率が 多く 
なる と， ト ン ネル 内部の 空気が 混 滞し 見通し 距離 力 MS 下す る 傾向が ある。 

4) 換気 状況 トンネルに 換気装置が 設備され ている かどう 力、 排気 装置が どのような システム か， トンネルの 
中 を 外気が 通る ことによって 起こる 自 然 換気が 良好で あ る か ど うかな ど を 換気 状況 という。 こ の 換気 状況に 
よって， 設置すべき 照明の レベルに 差 を 生じる ことがある。 

5) 維持 管理の 計画 ト ン ネル 照明 設備 ♦ ト ン ネルの 壁面な どの 清掃 • 保守な ど 維持 管理 作業 力 S 、行われる かどう 
力、， 行われる とすれば， 定期的に 行われる かどう かによ つて， 照明 設備の 時間 平均 的な 効率 は 大きく 変動す 
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る。 

維持 管理の 水準 を 高めれば， 照明 設計の 際， 保守 率 を 高く とる ことができ るから （そうでない 場合に 比較 
して） 照明 設備の 規模 を 小さく し， 照明の 観点からの エネルギー コスト を 少なく する ことができる。 

4. ト ン ネル 照明の 要件 

4.1 運転者の 見え 方 日中， 極めて 強力な 自然 光で 照明され た 野外の 道路から， 自動車が 比較的 暗い トンネルに 
接近し 進入し 通過す る 間に， その 運転者の 視野の 明るさ は， 極めて 大きい 範囲に わたって 急激に 変化す る。 このた 
め， トンネル を 通過しょう とする 自動車の 運転者 は， 普通の 道路と は 異なる 見え 方の 問題に 直面す る。 

ト ン ネル 照明の 目的 は， ト ン ネル を 通過しょう とする 運転者の， このよ う な 視野の 輝度の 変動と 視覚の 特性 を 考慮 
して， 自動車の 安全運転に 必要な 十分 手前の 地点から， 必要な 視覚 情報 を視認 でき るよう な視 環境 を 造る ことに あ 
る。 

4.2 運耘 者の 快適 性 ここで 取り扱う" 快適 性" は， 視野 内に 不快 さの 要因と なる ような 現象が 存在せ ず， 安心し 
て 自動車の 運転 を 継続で きる よ う な 環境 を 整え ると いう 意味で ある。 

(1) 運転 時の 安心感 安心して 走れる という 条件の 一つ は， 必要な 視覚 情報 力 容易に 確実に 視認 できる ことで あ 
る。 しかし， これ だけで は 快適 性の 十分条件 ではない。 同時に 運転者 自身が これなら 必要な 視覚 情報 は， す 
ベて 視認 できる であろう と 確信で きる ような 状態 を 整える 必要が ある。 

このため， トンネル 内 都 は 路面 だけで はなく， 壁面な ども 十分 明るく 照明され る ことが 必要で， 照明の 設 
計に 当たって はこの よ う な 交通 心理学的な 配慮が 重要になる。 

(2) 運転 時の 不快 感 自動車の 運転者が， 十分な 明るさの ある トンネルの 照明に 対して 不快な 感じ を もつ 主要な 
原因 は， 

(a) 照明 g のグ レアが 大きい 

(b) 自動車の 進 fi^ によって 光の 明暗， ちらつき など を 生じる 

などで ある。 したがって， 運転者に 不快な 感じ を 与えない ために は， 照明器具の 配 光， 取 付 方向， 取 付 間隔 
(解説 5.3 参照） などに 注意す る 必要が ある。 
4.3 誘導 性の 確保と 照明 条件 ここでい う 誘導 性と は， トンネルの 内部に 配置され た 照明器具の 列が， トンネル 
に 進入し 通過しつつ ある 自動車の 運転者に， 前方の 道路の 曲線 部， 分岐 部な どの 線形の 状態 を あらかじめ 分からせ， 
進行 方向 を 誘導す る 効果の ことで ある。 

照明器具の 列が 正しい 誘導 性 を 示す ために は， 車道に 対する 照明器具の 空間 位置 （取 付 高さ や 道路の 横断面 方向の 
位置） が 一定で あ る こと が 必要で あ る 。 

また， トンネル 内に 非常 駐車 带 などが 設けられ ている ときには， その 存在 を 遠方から 知らせる ために， この 部分の 
照明器具の 路面に 対する 空間 位置 を 前後の 区間と 変える ことが 望ましい。 

明るい ト ン ネル 内の 壁面， 明確に 引かれた 区画 線な ども 誘導 性の 改善に 大きい 効果 を もつ ので， これらが 明る く 照 
明され るよう にす る ことが 重要で ある。 

5. 照明 設計の 一般 原則 

5.1 トンネル 照明の 構成 ト ン ネル 照明 は 幾つかの 異なった 機能 を もつ 照明の 区間から 構成され ている。 この 规 
格で は， これ を 機能的な 構成と， 区間 的な 構成に 分けて 規定して いる。 

従来の 規格で は， トンネルの 内部に 取り付ける 照明 だけ を" トンネル 照明" としてき た 力 s'， この 規格で は， トン ネ 
ル 前後の 接続 道路 （ ト ン ネルに 直接つな がって いる 道路 区間） に 設ける 照明のう ち， ト ン ネルの 照明に 重要な 役割 を 
もつ 照明 は トンネル 照明に 含めた。 

5.1.1 機能的 構成 機能的 構成と は， その 照明が トンネル 照明の なかで 果たして いる 機能 を 中心とした 構成で 
ある。 この場合， 機能 を 果たす ために は 所要の 輝度 を トンネル 内に 与える 必要が あるので， 輝度の レベルで 分類して 
いる。 輝度の レベル は 本体 図 1 の 縦軸， 路面 輝度に 対応す る。 
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本体 図 1 に 示す よ う に "基本 照明 "は， ト ン ネル 全長に わたって 基本的で 一様な 照明の レベル を 与える もので， 
入口 付近で は， 入口 照明 を 加えて "入口 部 照明" を 構成し， 出口 付近で は" 出口 照明" を 加えて" 出口 部 照明" を 構成 
する。 夜間な どに 入口 照明 や 出口 照明が 消灯され たと しても， 基本 照明 は 夜間に 必要な レベルで 存続す る。 

"入口 照明" は， ト ン ネルの 入口 付近で 基本 部の 照明に 付加して 高い レベルの 輝度 を 与え， この 部分で 起こる 視覚 
的な 問題 を 解決す る 機能 を もつ。 入口 付近で 基本 照明に 付加して 輝度 を 高めた 部分 は， すべて" 入口 部 照明" である。 

"出口 照明" は， 入口 照明と 同様， 出口 付近で 基本 部の 照明に 付加して 高い レベルの 照度 （輝度で はない。） を 与え， 
こ の 部分で 起 こ る 視覚 的 な 問題 を 解決す る 機能 を もつ。 

"入口 部 接続 道路の 照明" は， 夜間， 明るく 見える トンネルの 内部に 対し， トンネルの 直前の 道路の， 特に 路肩 部 
分な ど トンネル 照明の 光が 及ばない 部分 を 明る く 照明し， 車道の 幅員 構成の 変化な ど を 見やす くす る 機能 を もつ。 

"出口 部 接続 道路の 照明" は， 夜間， 明るく 見える トンネル を 通して 暗黒に 見える 出口 部の 接続 道路 を 照明し， 適 
切な 照明器具の 配置 • 配列 を 行う ことによって， ト ン ネルの 中から 出口 直後の 接続 道路の 線形の 変化 を 正しく 示す と 
ともに， ト ン ネル を 出た 自動車の 運転者の 視覚の 順応の 遅れ を 補う 機能 を もつ。 この 機能 は ト ン ネル 直後の 道路が 急 
激な 曲線で あるよう な 場合， 特に 重要で ある。 

5.1.2 トンネル 内の 照明の 区間 的 構成 トンネル 内の 照明の 区間 的 構成と は， トンネル 内に 設けられる 照明の， 
トンネルの 長さ 方向に 対する 搆成 である。 本体 図 1 の 横軸に 対応す る。 機能的 構成の 場合， それぞれの 機能 を 入口 
照明， 基本 照明， 出口 照明で 区別して いる 力 S 区間 的 構成で は， 入口 部 照明， 基本 部 照明， 出口 部 照明の ように それ 
ぞれの 区間 を" 部" で 区別して いる。 

"入口 部 照明" は， ト ン ネルの 入口から 本体 図 1 の 縦軸に 示す 入口 照明に よって 輝度 を 高めた 区間 全体 をい う。 "基 
本部 照明" は， トンネル 内の， 基本 照明 だけで 照明され た 全 区間 をい う。" 出口 部 照明" は， トンネル 出口 付近の， 照 
度 を 増加 させた 区間の こと をい う。 

本体 図 1 (b) に 示す 対面交通の トンネルの 場合に は， ある 方向の 交通に 対する トンネルの 出口 は 対面す る 方向の 
交通に 対する 入口になる ので， 両 坑口に 入口 部 照明 を 設置す る ことによって， 出口 部 照明 は 必要と しない。 

5.2 ランプ '照明器具 旧規 格で は， ランプと 照明器具 を それぞれ 独立の 項と し ，特性' 構造な ど 選択の 基準に つ 
いて 記述して いた 力、 ランプ や 照明器具の 選択 は 照明 設計に 直接 関わる 問題で あり， 技術の 進歩と ともに 起こる 変化 
も 大きい ので， 今回の 改正に 当たって は 大幅に 簡略 化した。 これらに ついては 建設 当局の 関連 基準 類 を 参照され た 
い。 

5.3 照明器具の 配置 及び 配列 照明器具の 配置 及び 配列 も 照明 設計の 問題で あるので， 今回の 改正に 当たって 
は 簡略 ィ 匕した。 トンネル 内の， 特に 基本 部 照明 を， 例えば 蛍光灯の ような 長い 形状の 照明^ を 連接して 配置す る 連 
続 照明の 場合に は ト ン ネル 内が その 長さに 沿って ほぼ 一様に 照明され るので， 自動車の 走行に 伴う 視野の 明暗の 変化 
は ほとんどない。 しかし， 照明器具 を， 一定の 間隔に 連接せ ずに 配置す る 照明の 場合に は， 自動車の 進行と ともに， 
自動車に 乗って いる 人の 視野の 明るさが 周期 的に 変化し， 一種の ちらつき を 感ずる ことがある。 

この場合,， 照明器具の 特性， 取 付 位置， 自動車の 構造， 自動車 内の 位置な どに よって 異なる 力、 その 明暗 変化の 周 
波 数が， およそ 5〜10 Hz 前後の 間で 特に 不 快感が 大きく， 2.5Hz 以下， 又は 15 Hz 以上で は 無視で きる 程度で ある。 

この場合の 明暗 変化の 周波数 （/) は， 自動車の 走行 速度 を 1/ (km/h), 照明器具の 取 付 間隔 を S (m) とすると 
/"二！ /7CSX3.6) (Hz) 

で 計算され るので， トンネル 内 を 走行す る 自動車の 速度に 対して， グが 2. 5 以下， 又は 15 以上の 周波数 範囲になる 
ように 照明器具の 取 付 間隔 を 設計す る ことが 望ましい。 ただし， 入口 部 照明 や 出口 部 照明 区間の ように， このような 
周波数 範囲 を 生じる 照明の 区間が 自動車の 走行時間 にして 数秒 前後の 比較的 短い 場合 はこの 限りで はない。 
6, トンネル 照明の 基準 

6.1 基本 部 照明 基本 部の 照明 は 通常の 道路 照明より かなり 高い 輝度で 照明され なければ ならない。 その 主要な 
理由 は， 
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(a) 日中， 極めて 高い レベルの 自然 光で 明る く 照明され た 野外の 道路と その 周辺の 風景の 輝度に 順応して いた 
自動車の 運転者の 視覚が， ト ン ネルの 内部の 明るさ に 順応す るに はかな り の 時間が 必要で ある こ と 

(b) 多くの場合， トンネル 内の 空気 は， 自動車の 排出 ガスで 濁って いる こと 
である。 

交通量が 多く 空気が 獨 ると， 排気 煤煙の 粒子の ために 光が 散乱して 視野に 光 幕が 生じ やすく， 視野が 煙って 視認性 
が 低下す る。 同時に 光の 透過 率が 低下して 前方 視野 を 暗く する。 本体 表 1 の 備考に， 交通量と トンネル 内の 空気の 
透過 率に 応じて 平均 路面 輝度 を 増減す る こと を 述べて いるの は， このよ う な 理由から である。 

表 1 の 値が， 旧規 格の 対応す る 値と 異なって いるの は， その後の 技術， 研究の 成果 を 考慮した ものである。 

ト ン ネル を 走行して いる 自動車の 運転者の 視野の 最も 大きい 部分 を その 壁面が 占めて いるので， 自動車の 運転者に 
安心感 を 与える ために は， トンネルの 壁面の 輝度 を 高く とる ことが 非常に 効果的で ある。 

また， 運転者が 自動車の 側 方方 向の 走行 位置 を 維持したり， 前方 自動車との 距離 を 判断した りする ために は， 路面 
の 端と 壁面の 下端との 境界が 明りよう である ことが 必要で ある。 本体 表 1 の镛考 3 に， 壁面の 平均 輝度が 平均 路面 
輝度の 1.5 倍 以上の 値と する こと 力 望ま しいと したの はこの ためで ある。 

本体の 備考で， 夜間の 平均 路面 輝度 を 低減 させて よいと したの は， 夜間に は 一般的に 接続 道路より トンネルの 方が 
明るく， 順応の 問題が 起こらな いためで ある。 しかし， 接続す る 道路に 連続 照明が 設けられ ている 場合に は， その 道 
路が 何ら かの 理由で 高い 視認 性の 必要な 道路で あ る こと を 意味して おり， 当然， ト ン ネルの 内部に も それが 要求され 
るので， 上述の ような トンネル 内 空気の 透過 率な どの 影響 を 考慮して， 接続 道路の 2 倍 以上の 値の 平均 路面 輝度が 望 
ましい とした。 

6.2 入口 部 照明 日中， トンネルの 入口 付近で は， 二つの 重要な 視覚 的 問題が 発生す る。 それ は， 自動車が トン 
ネルに 進入す る 以前に 起こる ものと， トンネルに 進入 直後に 起こる ものと に 大別で きる。 

前者 は， ト ンネ ルの 内部が " 喑 黒の 穴 " や " 暗黒の 枠 " に 見え る "ブラ ッ ク ホール 現象" 又は "ブラ ッ ク フ レーム 現 
象" である。 一方， 後者 は トンネル 内部の 前方が， あたかも 突然 部屋の 照明が 停電で 消灯した 場合の ように 極めて 暗 
く 見える" ブラック ァゥ ト 現象" である。 いずれの 場合 も これらの 現象が 起こる と， 自動車の 運転者 は 安全 走行に 必 
要な 前方 道路 上の 視覚 情報が 得られな く なる。 

ト ン ネル 入口 付近で 発生す る これら 二つの 視覚 的 問題 を 解決す るた めに 設けられる のが トンネルの 入口 照明で あ 
る。 本体 図 3 に， トンネル 入口 部に おける 入口 部 照明の 輝度の 変化 状態 を 示す。 

入口 部 照明 は， トンネルの 設計 速度に よって 異なる 力、 本体 図 2 に 示す ように， 基本的に は 境界 部， 移行 部， 緩 
和 部の 三つの 部分から 構成され ている。 このうち 境界 部と 移行 部 は， 前述の ト ン ネルに 進入す る 以前の 視覚 的 問題 を 
解決す る 機能 を もち， 緩和 部 は， トンネルに 進入した 直後の 視覚 的 問題 を 解決す る 機能 を もつ。 緩和 部の 最終 点 付近 
は， 基本 部の 輝度と 滑らかに 接続す る ことが 望ましい。 

(1) 境界 部の 輝度 は， 原理 的に は 長期 間の 間に， その トンネルの 入口 付近で 起こる 野外 輝度の 最高 値 又は そ 
れに 準ずる 値に 対して 設計され なければ ならない。 しかし， 野外 輝度 力? 最高 値 近くに 達する 出現 頻度 は 極 
めて f 氏い うえ， トンネルの 照明が 設計され る 段階で は， その トンネルの 野外 輝度に 大きな 影響 を 与える ト 
ン ネルの 坑口 及び その 付近の 道路 や 周辺の 構造 物な どが 完成して いないので， 野外 輝度の 最高 値 又は そ 
れに 準ずる 値 を 実測に よ つ て 求める こ と がで き ない こ と が 多い。 

したがって， 境界 部の 輝度 を 求める 基礎と なる 野外 輝度の 値に は， 既に 完成して 供用され ている 類似の 
ト ン ネルに ついての 計測 結果な ど を 参照し， 野外 輝度の 累積 出現 頻度 を 考慮して 求めた 値 を 用いる ことと 
なる 力、 表 2 に その 一般的な 値 を 示した。 

(2) 移行 部， 緩和 部の 輝度 は， 本体 図 3 に 示す ように， 境界 部の 値に 対する 相対値で 与えられる。 これらす 
ベての 輝度が 自動車の 運転者の 野外に おける 順応 輝度に 比例 的に 変化す るからで ある。 ただし， ト ン ネル 
延長が 本体 図 3 に 示す 入口 照明の 区間の 全長よ り 短い 場合 は， 入口 照明の 区間 を 緩和 部から 境界 部に 向 
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かって 適宜 短縮す る。 旧規 格に おいて は， トンネルの 延長 ごとに 入口 照明の 詳細 を规定 していた 力、 これ 
らは 照明 設計に 関する 問題で あるので， この 規格で は 質的 基準 だけ を 示した。 

(3) 入口 部 照明の 路面 輝度 は， 季節' 天候 '時刻な どに よって 変動す る 野外 輝度に 対応して， これに 比例 的に 
変化させる ことが 望ましい。 一般に 高速道路 などに おいて は， トンネルの 接続 道路の 適当な 場所に， 野外 
輝度 を 計測す る 光電 計測 装置 を 置き， この 信号で 野外 輝度に 応じて 入口 部 照明の 輝度 を 段階 的に 増減 させ 
る 自動 調 光 装置 を 用いて いる。 

(4) 入口 部 照明の 路面 輝度 は， 本体 6.2 の 規定に かかわらず， 通常に 比較して 著しく 交通量の 多い トンネル 
では 2 倍 程度に， 著し く 交通量が 少ない ト ン ネルで は 0.5 倍 程度に 増減して よい。 

(5) この 規格で は， 野外 輝度の 設定 方法 を， 最近の 順応に 関する 研究の 結果 を 反映 させて 改正した。 このた 
め， 同じ トンネル に対する 野外 輝度の 値 は， 旧規 格の 基礎と なって いる 設定 方法に よって 定められる 値よ 
り 低い 値に なって いる （表 2)。 すなわち， 従来の 方法に よる 野外 輝度の 設定 値が 4 000 cd/m 2 の トンネル 
は， 改正 規格に よれば， 設計 速度， トンネル 取 付け 道路の 線形 や 視野 構造， 樹木， 積雪の 状況， 自然 光の 
変ィ匕 状態な どに よって 異なる 力つ だいたい l 5 00〜20()0cd/m 2 程度になる ことが 多い。 

(6) 本体 表 2 の 野外 輝度の 値 を 基に して， 設計 速度 ごとに 境界 部の 路面 輝度 を 求める 場合に， 望ましい 値と 
して 与えた もの 力 S 本体 表 3 の 係数で ある。 

この 表の 値 は， 旧規 格の 解説の （設定） 野外 輝度と 境界 部の 輝度との 比と 異なって いる 力 《 ， その 理由 は， 
旧規 格で は 当時の 技術的な 限界 か ら 野外 輝度 と 自動車の 運転者の 目 の 順応 輝度 と の 関連が 明 ら かで なかつ 
たため" (設定） 野外 輝度" を そのまま， "順応 輝度" と仮定してい たこと にある。 

今回の 改正で は， 順 輝度が 野外 輝度の 約 1,5 倍の 値で あ ると いう， その後の 研究 結果 を 考慮して 野 
外 輝度に 対する 境界 部の 輝度の 比 を 規定した。 表 3 の 値が 旧規 格より 見掛け 上 かなり 高い 値に なって い 
るの は， このため である。 

(7) 入口 照明の 壁面 輝度と 路面 輝度との 比に ついては， 本体 6.1 基本 部 照明の 備考 3 の 解説 を 参照され たい。 
6.3 出口 部 照明 トンネルの 内部 を 走行して きた 自動車が トンネルの 出口に 近づく と， トンネルの 出口 を 通して 

強力な 自然 光で 照明され ている 野外の 風景が 見え， あたかも 比較的 暗い ト ン ネルの 内部に 取り囲まれた 白い 穴の よ う 
に 見えて くる。 このような 現象 を" ホワイトホール 現象" という。 

この場合.， 人間の 目 は， より 高い 輝度に 対して は 非常に 迅速に 順応で きる ので， 前方の トンネルの 中に 他の 自動車 
がなければ， トンネル 出口 直後の 道路まで 楽に 見通す ことができ， 運転に 支障 をき たす こと はない。 しかし， 照明の 
貧弱な トンネルで， 2 台 以上の 自動車が トンネル 内 を 先行して いる 場合に は， これらの 自動車 力、 トンネルの 出口 を 
通して 見える 高輝度の 風景 を 背景と して ひと 塊り のシル エツ トと して 見え， 先行す る 自動車との 間の 走行 速度 や 車 間 
距離 を 正しく 判断で きなくなる。 

この結果， ときには （特に 走行 速度が 高い 場合） 先行 車の 動向に 対する 判断 を 誤 まるお それが ある。 このよう な 現 
象 を 防止す るた めに， トンネルの 出口 付近に 高い 照度 レベルの 照明 を 設ける。 これが 出口 照明で ある。 設計 速度が 
60km/h 以下の ト ン ネルで は， 出口 部 照明 を 必要と する 場合 は 極めて 少ない。 

出口 部 照明 は， 実際の 道路に おける 車 頭 間隔 （走行 中の 自動車と 自動車の 間隔） を 考慮し， 最も 出口に 近い 自動車 
の 背面 を 明るく， これに 続く 自動車 を この 明るい 背面に 対する シル エツ トに 見える ように 設ける 照明で ある。 

出口 部で 与えるべき 鉛直 面 照度 は， 交通の 方向に 直角で， かつ， 交通の 方向に 向かう 面 上で 測定した 照度 値で あ 
る。 

旧规 格で は， 出口 部の 野外 輝度の 値 を 明示せ ずに， 路面 照度の 値 を 示して きたが， この 規格で は ホワイトホール 現 
象の 防止 を 更に 効果的に 行うた めに， 出口 部 野外 輝度に 対する 自動車 背面の 鉛直 面 照度の 値 を 規定した。 

6.4 トンネルの 接続 道路の 照明 夜間， トンネルの 入口 部 接続 道路に は， トンネルに 接近す る 自動車の 運転者 
に， トンネルの 存在 や トンネル 坑口の 周辺の 状況 を 示す ための 照明が 必要で ある。 このために， トンネルの 入口 近傍 
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の 道路の 両側に， 少なくとも 一対の 道路 照明 を 設置す る。 

出口 部 接続 道路に は， 夜間に ト ン ネル 出口に 接近す る 自動車の 運転者に ト ン ネル を 出た 直後の 道路の 線形 を 示す た 
めの 照明が 必要で ある。 このために は， トンネルの 出口 部に 接続す る 道路に， 少なくとも 数 10m にわた つて 道路 照 
明 を 設ける 必要が ある。 

7. 維持 及び 管理 トンネルの 照明 設備 は， それらが 常に 所定の 照明 効果 力 得られる ように 維持 • 管理す る 必要が あ 
る。 このために は， 次の 事項に ついての 定期的な 保守 • 点検 をす る こと 力 s« ましい。 

(1) 点灯 状態 ランプ は 使用に 伴って 光束が 減退し， 長期 間 使用す ると 寿命が 終わって 点灯し なくなる。 使用 中 
の ランプが 故障な どに よって 点灯し なくなる こと も ある。 

安全で 快適な 交通 を 維持す るた めに は， このよ うな ランプ を 適宜 新しい ものに 取り替えなければ ならな 
レ、。 ランプ 交換に は， ランプが 点灯し なくなる 都度 取り替える" 個別 交換" と， 適切な 使用 時間に 一斉に 計 
画 的に 取り替える "集团 交換" が ある。 ランプの 取替 作業に よる 交通の 停滞 や 作業の 危険性， 経済性な ど を 
考慮して 交換 方式 を 定める ものと する。 

(2) 照明器具 及び 自動 調 光 装置の 取 付 状況 照明器具 及び 自動 調 光 装置の 取 付 状況 は 定期的に 点検し， 常に 正 
常な 状態に 維持 • 補修して おかなければ ならない。 特に 照明器具に ついては， 取 付 金具な どの 腐食 状態な ど 
をよ く 点検し， 器具の 落下な どの 事故 を 未然に防 止す る。 

自動 調 光 装置に ついては， 経 年 変化な どに よる 装置の 劣化 を 定期的に 検査し， 必要な 補修 を 行う。 

(3) 照明器具の 汚れ 状況 照明器具の 効率 は， 光学 システムの 使用に 伴う 劣化 や 煤煙 やじん あいの 付着に よって 
漸次 低下す る。 したがって， これらの 照明器具の 清掃 や 光学 システムの 部品の 取替え など を 定期的， 計画的 
に 行い， 効率が 大きく 低下し ないように しなければ ならない。 

(4) 路面， 壁面の 輝度 又は 照度 トンネル 内の 路面， 壁面の 輝度' 照度 は， ランプ 光束の 減退， 照明器具の 光学 
系の 汚れ や 劣化に よる 光束 減退， 路面 • 壁 面の 汚れに よる 反射率の 低下な どに よって， 経 時 的に 徐々 に 低下 
する。 このために， トンネル 内に 代表的な 箇所 （複数個） を 選定し， 定期的に 輝度 又は 照度の 測定 を 実施し 
て， その 値が 一定の 限界 値 を 下回 ら ない よ う にす る こと か: M ま し い。 
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